
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「往還」散歩（長命寺街道） 

北之庄山・岩崎山の東麓には、長命寺への巡

礼道であった古道が通じ、地元では「往還」または

「長命寺街道」と呼びます。この北之庄神社から岩

崎登山口へ向かう道沿いには、朽木氏陣屋跡、大

江（おいえ）の泉、大江稲荷社、大江観音堂、瘡（くさ）観

音堂（南北朝時代の観音像を安置）、高木地蔵尊など、歴

史を感じる見どころが続きます。 
 

 

 

 

 

 

 

 
   大江（おいえ）観音       大江（おいえ）の泉 

北之庄城の歴史・城主 
本城の成立に関しては、同時代の資料を欠き、

詳細は不明です。「謎の山城」と呼ばれる所以です。

時代は下りますが江戸期の資料は何点か見つかって

おり、八幡山を描いた絵図に「佐々木六角ノ付城ア

リ」と付記されたものがあり、江戸前期成立の「淡海温

故録」に「六角崇永※１が岩崎山に城を築き在城」「六

角氏綱の二男八幡左馬頭義昌※２が後口の岩崎山に

在住にて八幡宮を守護」との記事が見えます。 

 なお、上記文献にいう「岩崎山」の所在については

長らく未確定で、八幡山とする研究者もありました。

現在は、正面の八幡山に対して、その背後の山域全

体（北之庄山を含む広義の岩崎山）を指すとして「岩崎山城（文献

から）＝北之庄城（遺跡名）」との考えが定着しています。 
 

※1六角氏頼…法名が崇永。南北朝時代の守護大名、近

江国守護。六角氏４代・６代当主。永源寺を建立。 

※2八幡義昌…八幡山義昌、川端（河端）義昌（義政）とも。

六角氏綱（戦国大名、近江国守護、六角氏 13代当主）の二男。織

田信長の近江進攻に抵抗した六角義賢（承禎、六角氏 15代

当主）は従兄。 
 

六角氏略系図 登城ルート案内 

①北之庄神社登山口から（尾根ルート） 
北之庄神社（近江八幡市北之庄町 1097）正面の石段を上

がって右奥へ進む。上段曲輪（北之庄山頂）への最短ル

ート。所要２０～３０分。よく整備され、途中２か所の展

望のよい休憩所があります。城跡へのメインルートで

す。登山口から人気のラコリーナへは東へ約５００ｍ。 

②岩崎登山口から（谷ルート） 
 ヴォーリズ老健センター（近江八幡市北之庄町 492）西側

奥。打越峠で八幡山縦走路に合流し、南へ進んで上

り切ったところが下段曲輪の北東櫓台です。 

③八幡山城北の丸から 
三角点のある北の丸

から縦走路を北へ下り、

高取峠から上り返すと、

北之庄神社からの登山

道と合流して、上段曲輪

に達します。北の丸から

の所要３０～４０分。 

所在地：滋賀県近江八幡市北之庄町～南津田町（北之庄山頂部一帯） 

北之庄神社登山口：JR近江八幡駅から北へ３㎞、近江バス長命寺行で 20分ラコリーナ前下車 

  

近江中世城跡琵琶湖一周のろし駅伝 
毎年 11月 23日に中世城跡を擁する滋賀県内

各地区が参加して、狼煙（のろし）で琵琶湖を一周する

「琵琶湖一周のろし駅伝」が開催されます（令和６年第２３回

参加 3６城）。北之庄城は、第 1回（参加１６城）から参加して

おり、現在は、登山道・城跡整備を進める「北之庄里

山を守る会」が主体となって、狼煙会場での付属イベ

ントも実施しています。 

当日は、本城南側の平野部に位置する瓶割山城

（柴田勝家が六角氏の攻勢を受け籠城）の狼煙を確認して、 

本城西側の湖岸に位

置する水茎岡山城（足

利将軍義澄が拠り、義晴が

誕生と伝わる）に狼煙を

繋ぎます。 

近年は、上段曲輪

の南櫓台（北之庄山頂２５

4m）を狼煙会場として

実施しています。 

（正面の石段を上がって右奥へ進む） 

北之庄山 
（八幡山） 

登山道 

北之庄神社 
登山口 

下段曲輪の西虎口前から中央部にかけて「七つ

池」と呼ばれる円形の池（くぼみ）が６つ、サイコロの

６の目状  に並びます。地元に 

次のような話が伝わります。 
 

昔、城主の幼い姫様がオコ

ボ を履いて池に遊びに来

たところ、誤って池に落ちて亡く

なったと云う。 
「北之庄町の昔話と伝説」より  

近江の城 50選謎の中世山城近江北之庄城（岩崎山城） 

承禎

義政

〔六角〕 

※義實

〕 〔 

〕  〔 
 

 

北之庄城  

岩崎山▲ 

八幡山▲ 
卍 

 

北之庄山▲ 
③ 

① 

② 

六角氏１５代 
義賢（承禎） 

（八幡山義昌の従兄） 

八幡山古城之図「或ルヒト曰ク佐々木の付城アリト」 

六角氏４代/６代 
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26 
県道 

大
江
稲
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木
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恒
春
園 

八
ツ
岩 

『太平記英雄傳』より 
 

『義烈百人一首』より 

２０２５年発行 北之庄里山を守る会（近江八幡市北之庄町） 
この事業はふるさと納税寄付金を活用しています（2025年 1月） 

大
手
道 

八
幡
山
縦
走
路 

城跡散策路 

東虎口（大手門） 

大堀切・上段南櫓台 

「
土
の
お
城
」…

北
之
庄
城
は
、
八
幡
山
北
東
の
尾
根
続
き
、
北
之
庄
山

の
山
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に
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よ
っ
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築
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れ
た
と
さ
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る
中
世
山
城
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。
山
を

削
り
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盛
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築
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た
、
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ゆ
る
「
土
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お
城
」
で
す
。
土
塁
、
堀
切
、

土
橋
、
枡
形
虎
口
な
ど
の
遺
構
が
大
変
良
好
な
状
態
で
残
り
、
見
ど
こ
ろ
が
豊

富
で
す
。
以
前
は
樹
木
に
覆
わ
れ
て
隠
れ
て
い
ま
し
た
が
、
北
之
庄
里
山
を
守

る
会
に
よ
る
城
跡
整
備
が
進
み
、
遺
構
が
「
見
え
る
」
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

桝形虎口 

往還散歩マップ 

北
之
庄
城 

「
土
の
お
城
」が
見
え
る
マ
ッ
プ 

～
土
橋
・
大
堀
切
・
上
段
曲
輪
・
桝
形
虎
口
・
七
ツ
池
～ 
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跡
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備
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況
を
反
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て
い
ま
す 

（下段曲輪側） 

（大手道側） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★東桝形虎口 

（大手門） 
下段曲輪は、北、西、東の三方 

に虎口を備えます。大手門と考えられる東虎口は、高さ３ｍを越える土塁

によって見事な内枡形を構成します。中世山城に織豊期の特徴とされる

進歩した形式の虎口の存在は、本城跡最大の謎とされます。これに関して

は、豊臣秀次の八幡山城との関連も示唆されます。 

北虎口 

★名所「七ツ池」 
下段曲輪の西虎口前から 

中央部にかけて「七ツ池」と 

呼ばれる円形のくぼみが、 

サイコロの６の目状に６つ並 

び、城の水の手と考えられて 

います。江戸時代の近江国の

絵図には、名所として記載があ

ります。 

★大堀切       ★土橋・南櫓台 
上段曲輪は、深い大堀切と空堀で尾根筋から遮断され、南出曲

輪と土橋で接続。土橋の上が上段南櫓台で、西に水茎岡山城、

東に観音寺城、南に瓶割山城、南東に星ヶ崎城を見通します。 

七ツ池 

空堀をぬけて大手道に 

合流し、大手門へ出られます 

北之庄里山を守る会（滋賀県近江八幡市北之庄町） 

近江の城５０選  

琵琶湖・ 

水茎岡山城方面の展望 

西側水茎岡山 

城方面の展望（東側は瓶割

山城方面に展望が開けます） 

北東櫓台 

西の湖・観音寺 

城方面の展望 

城内散策路 

北虎口 

上段南櫓台 
（北之庄山山頂） 

八幡山縦走路 

（大手道側） 

（下段曲輪側） 

オオイワカガミ（北東櫓台 4月頃） 

東虎口（大手門） アセビ(左)・ミツバツツジ(右)（西側土塁４月頃） 


